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る
「
⼈
間
中
⼼
の
社
会
＝
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
に
進
化

さ
せ
る
と
い
う
未
来
社
会
の
コ
ン
セ
プ
ト
だ
。

　
日
本
の
物
流
は
現
状
で
は
、
製
配
販
３
層
で
デ
ー
タ
が

分
断
さ
れ
て
個
別
最
適
に
陥
り
、物
流
事
業
者
は
デ
ジ
タ
ル

化
の
遅
れ
か
ら
ア
ナ
ロ
グ
の
運
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ス
マ
ー
ト
物
流
サ
ー
ビ
ス
で
は
、「
物
流
・
商
流
デ

ー
タ
基
盤
に
関
す
る
技
術
の
開
発
」
と
「
省
力
化
・
自
動

化
に
資
す
る
自
動
デ
ー
タ
収
集
技
術
の
開
発
」
を
目
的
に

計
15
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
た
。

　
具
体
的
な
内
容
は
図
２
の
通
り
。
そ
こ
に
「
業
種
等
デ

ー
タ
構
築
技
術
」
と
し
て
く
く
ら
れ
て
い
る
業
種
別
の
物

流
共
同
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
、「
要
素
基
礎
技
術
」
と

し
て
開
発
さ
れ
た
富
士
通
の
「
物
流
・
商
流
デ
ー
タ
基
盤
」

を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
利
用
し
た
実
証
実
験
を
済
ま
せ
て

順
次
、
社
会
実
装
に
移
っ
て
い
る
。

　
そ
の
運
用
は
す
べ
て
、「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
物
流
標
準
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
準
拠
し
て
い
る
。
物
流
・
商
流
デ
ー
タ
基
盤
に
お

け
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
マ
ス
タ
ー
を
定
義
し

た
も
の
で
、
21
年
10
月
に
初
版
が
公
開
さ
れ
た
。
現
在
は

「V
er.2.01

」
が
発
行
し
て
お
り
、
今
後
は
２
年
ご
と
の
更

新
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
物
流
・
商
流
デ
ー
タ
基
盤
を
構

築
す
る
過
程
で
必
要
に
な
っ
た
副
産
物
だ
が
、
こ
れ
を
も

っ
て
「
ス
マ
ー
ト
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
最
大
の
成
果
」
と
す
る

関
係
者
が
多
い
。

　「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
標
準
」は
国
が
定
め
た
最
上
位
の
物
流
標
準
で

あ
り
、
今
後
は
幅
広
い
業
種
業
界
に
普
及
す
る
と
見
ら
れ

て
い
る
。
既
存
の
業
界
標
準
Ｅ
Ｄ
Ｉ
や
個
別
仕
様
の
物
流

シ
ス
テ
ム
も
Ｓ
Ｉ
Ｐ
標
準
を
共
通
言
語
と
す
る
こ
と
で
情

報
共
有
が
容
易
に
な
る
。
業
種
を
ま
た
い
だ
共
同
化
を
柔

軟
に
企
画
で
き
る
。「
仮
想
空
間
と
現
実
空
間
の
融
合
」に

必
要
な
ピ
ー
ス
が
埋
ま
り
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
世
界
が
近
付
く
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５・０
」の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

　「
戦
略
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」

は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
議
長
と
す
る
「
総
合
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
会
議
」
が
、
省
庁
の
壁
を
越
え
て
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
国
の
研
究
開
発
予
算
を
配
分
し
た
国
家
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
だ
。
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
を
狙
う
「
ム
ー

ン
シ
ョ
ッ
ト
型
」
の
研
究
開
発
に
主
眼
を
置
き
、
２
０
１

４
年
度
〜
18
年
度
の
Ｓ
Ｉ
Ｐ
第
１
期
で
は
、
自
動
運
転
技

術
や
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
な
ど
計
11
の
研
究
課
題
に

総
額
１
５
８
０
億
円
の
予
算
が
投
じ
ら
れ
た
。

　
当
初
計
画
を
１
年
前
倒
し
し
て
18
年
度
に
始
ま
っ
た
Ｓ

Ｉ
Ｐ
第
２
期
で
は
研
究
課
題
の
一
つ
に
「
ス
マ
ー
ト
物
流

サ
ー
ビ
ス
」
が
採
択
さ
れ
た
。
22
年
度
ま
で
の
５
年
間
で

計
約
59
億
円
の
予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
た
。「
物
流
」を
テ

ー
マ
と
す
る
国
の
研
究
開
発
費
と
し
て
は
過
去
最
大
規
模

と
見
ら
れ
る
。
そ
こ
に
特
定
企
業
と
国
が
投
資
を
折
半
す

る
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
、
民
間
企
業
側
か
ら
総
額

25
・
３
億
円
の
⼈
的
・
物
的
投
資
が
加
わ
っ
た
。

　
国
土
交
通
省
が
所
管
す
る
国
立
研
究
開
発
法
⼈ 

海
上
・

港
湾
・
航
空
技
術
研
究
所
に
「
Ｓ
Ｉ
Ｐ
ス
マ
ー
ト
物
流
サ

ー
ビ
ス
研
究
推
進
法
⼈
」が
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
務
局
と
し
て

設
置
さ
れ
て
、
内
閣
府
の
政
策
統
括
官
と
し
て
研
究
を
リ

ー
ド
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
は
ヤ
マ
ト
運
輸
の

田
中
従
雅
執
行
役
員
が
任
命
さ
れ
た
。

　
ス
マ
ー
ト
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
最
終
的
な
目
標
は
、
日
本

政
府
が
提
唱
す
る
「
ソ
サ
エ
テ
ィ
５
・
０
」
の
具
現
化
だ

（
図
１
）。
原
始
の
狩
猟
社
会
、
農
耕
社
会
、
工
業
社
会
を

経
て
発
展
し
て
き
た
現
代
を
、
モ
ノ
の
製
造
や
流
通
よ
り

も
情
報
に
価
値
を
置
い
た
「
情
報
社
会
＝
ソ
サ
エ
テ
ィ
４
・

０
」
と
位
置
付
け
、
こ
れ
を
仮
想
空
間
と
現
実
空
間
の
融

合
に
よ
っ
て
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す

　「物流情報標準ガイドライン」「物流情報標準
メッセージレイアウト」「物流情報標準共有マス
タ」「物流情報標準データ項目一覧」「用語集」
などのダウンロードや、同ガイドラインに関する
最新情報を確認できる。

解説

「SIP物流標準ガイドライン」で情報共有
　「内閣府SIPスマート物流サービス」が2023年
3月をもって5年間の研究活動を終える。日本政府
が提唱する未来社会のコンセプト「Society5.0」を
支える物流ビジョンがそこで打ち出され、社会実装
に向けて関連業界各社が協働した。その成果をレ
ビューして、次の10年を展望する。� （大矢昌浩）

SIP「物流情報標準ガイドライン」
特設サイト
https://www.lisc.or.jp/
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図1　SIPスマート物流サービスのコンセプト
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図2　2022年度研究開発体制

日本アパレ
ル・ファッショ
ン産業協会

本課題予算による
研究を完了

本課題予算による
研究を完了

本課題予算
による

研究を完了

本課題予算
による

研究を完了 本課題予算による研究を完了本課題予算による研究を完了

特集解説3段.indd   19 2023/02/15   18:39


